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（論文内容の要旨） 
 
 高台寺蒔絵は、豊臣秀吉の天下統一後、戦国時代の集大成・富と権威の象徴として発達し、豪壮華麗
な桃山文化における装飾技法の中で代表的な役割を担った。この研究では、高台寺蒔絵を最先端の科学
技術とコンピューターを駆使して分析・研究し、さらに再現模造制作をつうじて今までにない角度から
切り込んだ。 
 博士論文の構成は、１．序文、２．高台寺蒔絵の意匠について、３．高台寺蒔絵の材料と技法につい
て、４．東京藝術大学大学美術館蔵「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現模造制作、５．高台寺蒔絵資料選集、
６．再現制作の力からなっている。 
 
■高台寺蒔絵の意匠について 
 高台寺蒔絵の意匠の主な特徴は、黒漆塗りの背景に金蒔絵で花筏、楽器散らし、秋草文様、そして季
節の植物を描いたことが挙げられる。秋草や菊花には、虫喰の跡や茶色に枯れたところも描き込まれて
いる。また、豊臣秀吉の没後しばらくは、しばしばこの秋草の間に露が描かれた。秀吉の辞世の和歌で
は露が人生に重ねて詠われており、高台寺が秀吉と北政所の霊屋の置かれた場所であることを考え合わ
せるならば、秀吉の美学が高台寺蒔絵の意匠に反映していると考えることもできる。 
 
■高台寺蒔絵の技法について 
 下絵を用いず、絵師の頭の中にある意匠を直に仕上げられた面に描く高台寺蒔絵は、研ぎ澄まされた
美的感覚と、かなり高度な技術が要求される魅力的な技法である。しかし技法の内容が多岐にわたるた
めか、体系的な研究はほとんどされてこなかった。本研究では、国内外の調査成果をふまえたうえで、
技法と材料を、金粉の種類、下付漆の色、輪郭線の表現（針描、付描、描割）にもとづいて分類し、整
理・図式化した。 
 
■「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現模造制作について 
 東京藝術大学大学美術館蔵「秋草蝶蒔絵料紙箱」の蓋表の蒔絵は、90％以上が損傷損失しているため、
 その再現は困難を極めた。まずは当時の意匠と材料・技法をできる限り正確に知るために、日本やドイ
ツに残された高台寺蒔絵をある限り実見し、詳細な科学的調査によって材料・技法の分析を行った。さ
らに失われた蓋表の意匠をできる限り甦らせるために、光の向きを変えながら450枚の部分写真を撮影し
編集することで、かなり正確な下図を作ることに成功した。 
 本作品の実見調査においては、肉眼調査の他に次の方法を用いた。イメージングプレート（IP、AC-5）
を利用したエミシオグラフィー透過Ⅹ線分析（FCR、Fuji Computed Radiography VF-C1）、印刷用オルソ
フィルム（RO-100）、FT-IR赤外線リフレクトスペクトログラフィー分析（BYK Gardner スペクトロ-ガイ
ド sphere gloss）、ポータブル蛍光Ⅹ線γ線ラジオグラフィー分析、デジタルマイクロスコープによる
三次元撮影（Keyence VHX-500F）。これら数々の科学調査を元に、テストピースと比較し、慎重に金粉の
種類、絵梨地漆の材料を選定した。 
 さらに、モノとしての再現模造制作に加え、意匠の再現データを応用して三次元アニメーションによ
る再現を行った。最新コンピューターソフトを駆使することで、漆の鏡のように反射する質感も、見事
に再現できた。もっとも、モノとしての再現模造制作では蓋表だけの部分再現であるため、全体的なイ
メージは伝わらない。だが、三次元アニメーションでは、再現模造制作物と、現存する実物の写真を組
み合わせることで、より実物の制作直後に迫る再現ができた。 
 
■高台寺蒔絵資料選集について 
 「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現模造制作のために、日本各地、世界各国に所蔵されている高台寺蒔絵を
実見した。将来、他の高台寺蒔絵作品の修復や再現模造制作が行われるときにも役立てるよう、これま
での調査で得た約50点の作品についての詳細なデータを資料選集としてまとめた。 
 
■「再現制作の力」について 
 本研究の最後に、それまでの調査の経験を通じて考えた「再現制作の力」について論じた。伝統芸術
の再現は、あまりにも高度な技術や未解明の技法もあり、非常に難しい。しかし最先端の科学的調査や
最新のコンピューターを駆使することによって、高次元のレベルでの再現が可能になってきた。 
 人間は感覚によってモノを理解する。だが、科学的調査をすれば、感覚より深く、本来の色料・材料・
構造・技法を知ることが出来よう。それでも失われてしまった表面の意匠は分からない。しかし、科学
的調査に加え、PhotoshopやIllustratorといった画像編集ソフトを使って失われた表面の分析を行えば、
視覚や経験則で作るよりもっと正確な再現制作が可能になる。また、そこで出来たデータを応用すれば、
三次元のアニメーションによるイメージ的な再現も出来るのだ。さらに、こうしたデータの活用によっ
て、桃山時代の様々な研究を学際的につなぎ、文化財の保存と公開の問題を解決する一助ともなると考
えられる。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 塩原（カウチ）フロ−ニ・フリデリケの提出論文の題目は『桃山時代における高台寺蒔絵の意匠と技法
－東京芸術大学大学美術館蔵「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現模造制作を通して－』である。論文は「秋草
蝶蒔絵料紙箱」の透過Ｘ線撮影、蛍光Ｘ線分析、デジタルマイクロスコープなどによる科学的調査と、
「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現制作及び３次元CGの制作、さらに関連する高台寺蒔絵資料32点を調査した
結果をその主な内容として含んでいる。 
 審査においてはまず、再現制作に先立って日本国内だけでなくドイツ国内の美術館が所蔵する資料も
調査し、調査結果を写真、名称、時代、法量、収蔵場所、材料・技法、備考等に整理したことが、今後
の研究の参考となるとして評価された。 
  科学的調査については、デジタルマイクロスコープによる作品の観察結果をもとに再現制作に用いる
金粉を選定した点や、透過Ｘ線撮影を参考に木地を作った点などが、科学的調査結果を再現制作に生か
したと評価された。 
 「秋草蝶蒔絵料紙箱」の蓋表の意匠のほとんどは現在、失われて見えなくなっている。角度を変えな
がら資料に光を当てて写真を撮影し、画像処理ソフトを用いて可能な限り意匠を復元し図面を完成させ
た過程が論文中に的確に述べられていて、その着想が優れていると評価された。また金粉や蒔絵筆など
の材料や道具、技法についての解説、再現制作時の説明内容も行き届いていて、資料としての価値もあ
ると評価された。 
 審査の中では、もっと自分の考えを出しても良いのではないかという意見も出たが、最終的にはこの
ような客観的な書き方も一つのスタイルであり、母国語でない日本語でここまで完成されたものを書い
たことも併せて高く評価すべきであろうと言うことで、本論文は東京芸術大学大学院博士論文として高
い評価に値するという審査結果となった。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 ほとんど痕跡でしかない蒔絵画面を、多くの作品を参考にしながら復元を試みた研究である。本人は
ドイツに生まれラッカー作品の保存研究に携わってきた。その中で見聞きした高台寺蒔絵の本質を体得
するために来日し、複数年にわたり各地に残る高台寺蒔絵の実物に触れ、熟覧と研究を重ねてきた。文
様を再現するために駆使した機材や技法は、今後のこのような修復研究に新しい道を開いたものであり、
蒔絵の技法を再現した漆板の完成度は高い。多くの可能性を示唆した本研究の成果は、学位取得に十分
にふさわしいものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本論文は修士課程、「長崎螺鈿」の研究に続く、ヨーロッパに多く輸出された「高台寺蒔絵」の研究で
ある。 
 本学美術館蔵の「秋草蝶蒔絵料紙箱」を研究テーマとし、状態は蓋上面の絵が殆ど消失しており、桃
山時代当時の輝きを再現することは我国の漆工史を考察する上で大変重要と言える。 
 再現作品制作にあたり記すと蒔絵を描くための下図作成には目視による観察データから従来の、作品
上に透明フィルムを被せての模写は不可の結論から、デジタルカメラとコンピュータを使用し僅かな痕
跡から制作当時の文様を見出す下図作成とした。作業プロセスはデジタル機器を活用した彼女独自の研
究手法といえる。さらには下図の精度を高めるため、各地の美術館・博物館などの資料を収集し、質の
高い下図の完成を見た。このことも高く評価できる。 
 蒔絵描画を史実に近づけるため、文献、屏風絵などに基づき道具、材料の研究も行い、より忠実な再
現制作となった。このようなデジタル技術とアナログ技術の融合によるオリジナルに近い複製品の完成
は、例え漆芸品であってもオリジナルの文化財が収蔵庫のような良い環境のもと劣化を防ぎながら保存
されていれば文化財の未来への継承が確実に行えることを示している。再現作品を広く一般に公開する
ことで今回の研究のような桃山時代の日本の優れた漆芸品を世界中の多くの人々に身近に接する（鑑賞）
機会が提供できる。本研究の成果は文化財保存学工芸分野の漆芸だけでなく、美術の世界に寄与するこ
とが大きく、学位取得に相応しい論文と言える。 
 
 
 
 
